
に
も
、
い
ず
れ
遭
遇
す
る
か
も
し
れ

な
い
困
難
に
対
し
て
、
仲
間
と
一
緒

に
対
峙
し
、
切
り
拓
い
て
い
く
態
度

の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
四
日
市
高
校
で
は
、
学
習
だ

け
で
な
く
、部
活
動
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
な
ど
、

学
校
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も
大

切
に
し
、「
学
力
」
に
加
え
て
、
ど

の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
も
負
け
な

い
「
前
向
き
な
姿
勢
」
と
、
多
様
な

仲
間
と
一
緒
に
物
事
を
成
し
遂
げ

る
、
ま
た
は
新
し
い
価
値
を
見
出
す

「
協
働
す
る
力
」
の
育
成
を
、
教
育

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
等
の
活
動
で
、

厳
し
い
練
習
や
準
備
が
奏
功
し
て
、

仲
間
と
勝
利
や
成
功
の
喜
び
を
分
か

ち
合
え
る
の
は
何
事
に
も
代
え
が
た

い
経
験
で
す
が
、
実
際
、
高
校
生
活

で
は
、
努
力
が
報
わ
れ
ず
、
負
け
た

り
失
敗
し
た
り
す
る
場
面
も
多
く
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
成
功
の

体
験
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
つ

ら
く
悔
し
い
体
験
こ
そ
、
次
の
ス
テ

ー
ジ
に
向
か
う
意
欲
を
喚
起
し
、
逞

し
く
前
向
き
に
生
き
る
姿
勢
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
必
要
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
今
後
も
、
こ
れ
ま

で
四
日
市
高
校
が
大
切
に
し
て
き
た

文
武
両
道
の
精
神
を
継
ぎ
な
が
ら
、

教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

同
窓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
四
高
生
が
将
来
、
各
分
野
を
リ

ー
ド
し
て
輝
い
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
母
校
四
日
市
高
校

の
生
徒
の
多
様
な
活
動
に
対
す
る
ご

支
援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
本
校
の

教
育
活
動
に
際
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
能
登
半
島
地
震
や
航
空

機
事
故
で
漠
と
し
た
不
安
が
広
が
る

中
、
年
が
明
け
ま
し
た
。
現
代
は
先

行
き
の
見
通
せ
な
い
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時

代
と
表
現
さ
れ
ま
す
が
、
今
の
高
校

生
世
代
は
こ
れ
ま
で
も
、
自
然
災
害

や
コ
ロ
ナ
、大
国
の
侵
略
戦
争
な
ど
、

数
々
の
社
会
的
困
難
の
中
に
育
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
私
た

ち
に
は
、
生
徒
た
ち
が
日
常
、
社
会

的
不
安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
高
い

目
標
を
も
っ
て
学
校
生
活
を
送
り
、

新
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
資
質
能
力
を

育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
的

環
境
を
し
っ
か
り
と
整
え
る
責
任
が

あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
が
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
の
重
要
な
価
値
要
素

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
が
幸

せ
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
く
た
め

　

し
か
し
、
地
球
と
人
類
の
将
来
を

考
え
る
と
き
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
っ
た
考
え
方
や
行
動
が
一
層
社

会
に
根
付
き
、更
に
進
展
を
遂
げ
て
、

今
こ
そ
世
界
の
国
々
や
人
々
の
価
値

観
を
大
き
く
シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
主
導
か
ら
、
も
っ
と

も
っ
と
国
家
や
公
的
機
関
の
指
導
と

支
援
が
必
要
な
時
代
が
来
て
い
る
様

に
思
わ
れ
ま
す
。

境
へ
の
負
荷
が
比
較
的
少
な
い
商
品

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
誕
生
し
た
こ
の
両
社

は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
数
年
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ナ

ス
ダ
ッ
ク
に
株
式
上
場
し
ま
し
た

が
、
上
場
当
初
は
投
資
家
か
ら
好
意

的
に
迎
え
ら
れ
両
社
の
株
価
は
上
昇

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
ピ
ー

ク
時
の
一
割
以
下
の
水
準
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

企
業
活
動
や
商
品
を
グ
リ
ー
ン

化
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
化
す
べ
き
、
と

い
う
意
見
に
異
を
唱
え
る
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
人
々
の
利
便
性

の
圧
倒
的
向
上
を
伴
わ
な
い
社
会
の

価
値
観
の
シ
フ
ト
は
容
易
で
は
な
い

様
で
す
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
は
、
環
境
（Environ

m
ent

）・
社
会
（Social

）・
企
業

統
治
（Governance

）
の
頭
文
字

を
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
が
、
企
業
が

長
期
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
３
つ
の
観
点
が
経
営
に
必
要
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
オ
ー
ル
バ
ー
ズ
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
の
ス
ニ
ー
カ
ー
が
あ
る
よ
う
で
、

同
社
の
商
品
は
ウ
ー
ル
や
木
な
ど
再

生
可
能
な
素
材
を
使
い
環
境
に
や
さ

し
い
商
品
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
豆
由
来
な
ど
の
代
替

肉
（
植
物
肉
）
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
も
、

私
は
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
通
常
肉
の
も
の
と
味
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
、
こ
れ
も
環

今
年
は
、
元
旦
早
々

か
ら
能
登
半
島
地

震
、
そ
の
翌
日
に
は

日
航
機
衝
突
炎
上
事

故
と
、
波
乱
の
幕
開

け
で
あ
っ
た
。
▼
特

に
地
震
の
発
生
に
つ

い
て
は
、
元
日
の
夕
刻
で
も
あ
り
、

帰
省
し
た
親
族
を
迎
え
て
の
団
欒
の

最
中
で
あ
っ
た
家
庭
が
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
最
大
震
度
7
の
地
震

に
見
舞
わ
れ
た
能
登
地
方
で
は
、
そ

う
し
た
家
族
を
含
む
犠
牲
者
が
多
数

に
登
っ
て
い
る
▼
三
重
県
北
勢
地
方

で
は
、
震
度
４
程
度
で
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
結
構
長
く
大
き
な
揺
れ
に
感

じ
た
。あ
ま
た
あ
る
災
害
の
中
で
も
、

地
震
の
場
合
は
、
突
然
襲
っ
て
く
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
誠
に
厄
介
で

あ
る
。
▼
顧
み
る
に
、当
地
方
で
は
、

震
度
４
を
超
え
る
地
震
に
は
も
う
何

十
年
も
出
会
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
唯
一
の
例
外
が
二
〇
〇
七
年

に
発
生
し
た
三
重
県
中
部
地
震
で
、

震
源
の
あ
っ
た
亀
山
市
で
震
度
５
強

を
記
録
し
た
。
そ
れ
で
も
四
日
市
市

で
は
震
度
４
に
留
ま
り
、
被
害
も
軽

微
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
上
の
地
震
と

な
る
と
終
戦
直
後
の
南
海
地
震
、
戦

時
中
の
東
南
海
地
震
ま
で
遡
る
こ
と

に
な
る
。
▼
こ
の
経
験
不
足
が
、
恐

ろ
し
い
。
人
も
家
屋
も
こ
こ
何
十
年

も
強
烈
な
揺
れ
を
経
験
し
て
い
な

い
。
特
に
一
九
八
一
年
以
降
の
新
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
物
は

心
配
だ
。
今
回
の
地
震
で
も
、
こ
の

地
域
で
の
耐
震
化
率
の
低
さ
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
▼
人
の
防
災
に
対

す
る
意
識
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。
ど

こ
か
他
人
事
、
他
所
事
の
よ
う
に
思

っ
て
は
い
な
い
か
。
内
閣
府
に
よ
る

と
、
迫
り
く
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

北
勢
地
方
で
の
想
定
最
大
震
度
は
６

強
、
最
大
津
波
高
は
５
ｍ
で
あ
る
。

▼
万
全
の
備
え
と
い
か
ぬ
ま
で
も
、

せ
め
て
家
族
で
話
し
合
い
、
対
応
策

を
共
有
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
が

個
々
人
に
で
き
る
最
大
の
準
備
に
ち

が
い
な
い
。	

（
青
山
）

新
時
代
を
リ
ー
ド
す
る

四
高
生
の
た
め
に

学
校
長
　
諸
岡
　
伸

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
化

同
窓
会
第
五
代
会
長
　
伊
藤
勘
作

（
四
高
35
年
度
卒
）

　令和６年度総会を下記の通り開催いたしま
す。会員の皆様におかれましては、お誘い合
わせの上、多数ご参加くださいますようご案
内申し上げます。

○付　記
◦会費期限切れの方には、振込用紙を同封い
たしました。会費納入にご協力下さい。
◦講演につきましては一般に公開しておりま
す。お知り合いでご興味のあります方には
ご案内下さい。

○問合せ
四日市高校同窓会館
　TEL・FAX 059-365-3631
　Eメール：sikoukai@m2.cty-net.ne.jp
四日市高等学校同窓会HP
  shiko-kai.com

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
令和６年６月１日（土）

○場　所
四日市市総合会館 8階 視聴覚室

令和６年度
総会のご案内

終了後
◦記念撮影
◦抽選会
◦ティーパーティー

〈演題〉
「車を持たない人でも便利に
 暮らせる街にしませんか？」

○記念講演（総会後）
〈講師〉

　 原 　 文 人 氏
（四高54年度卒）

元近畿日本鉄道株式会社社員

四日市高校　同窓会報第81号 2024年（令和６年）３月１日（1）

No.81
編集発行

三重県立
四日市高等学校

同窓会

〒510-8027
四 日 市 市 茂 福 65
TEL〈059〉365-3631
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市
立
四
日
市
病
院
の
第
六
代
院
長

を
務
め
ら
れ
た
一
宮
氏
は
、
同
級
生

の
杉
本
副
会
長
の
ご
紹
介
に
よ
り
登

壇
さ
れ
、
資
料
を
用
い
、
病
院
の
歴

史
及
び
施
設
や
設
備
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
最
も
頼
り
に
な
る
病

院
と
し
て
、
今
後
も
我
々
四
日
市
市

民
の
健
康
を
見
守
っ
て
も
ら
い
た
い

と
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
総
会
は
、
6
月

3
日（
土
）、四
日
市
商
工
会
議

所
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
は
56
名
で
、
西
脇

副
会
長
司
会
の
下
、
ま
ず
伊
藤

会
長
よ
り
出
席
者
に
日
頃
の
同

窓
会
活
動
へ
の
協
力
の
お
礼
と

今
後
の
さ
ら
な
る
協
力
の
要
請

が
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
諸
岡
校

長
が
現
在
の
母
校
の
教
育
活
動

の
様
子
や
成
果
と
実
績
を
報
告

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
田
中
常
任
理
事
を
議

長
に
議
事
審
議
が
進
行
し
、
青

山
副
会
長
か
ら
会
の
運
営
に
つ

い
て
報
告
と
計
画
案
が
提
出
さ

れ
、
佐
久
間
会
計
が
収
支
報
告

と
予
算
案
を
提
案
し
、
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
一
宮
惠
氏
（
四
高
42

年
度
卒
）
に
よ
る
記
念
講
演
を

拝
聴
、
記
念
撮
影
、
テ
ィ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
へ
と
進
行
し
ま
し
た
。

〇
第
1
号
議
案

　

令
和
4
年
度
事
業
報
告

〇
第
2
号
議
案

　

令
和
4
年
度
収
支
報
告

〇
第
3
号
議
案

　

令
和
5
年
度
事
業
計
画

〇
第
4
号
議
案

　

令
和
5
年
度
予
算

　

以
上
に
於
い
て
審
議
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度　

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

令和５年６月３日
四日市商工会議所

議
　
　
事

記
念
講
演

四日市高校同窓会　令和４年度 収支決算書
（令和４年４月１日 ～ 令和５年３月31日）

一般財団法人四高会　令和４年度 収支決算書
（令和４年４月１日 ～ 令和５年３月31日）

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 同 窓 会 収 入 7,482,600 7,528,000

入 会 金 全日制　1,800円×947人 1,704,600 1,728,000
同 窓 会 費 終身（20000） 286 5,720,000

10年（10000） 0 0
５年（5000） 2 10,000
３年（3000） 0 0
１年（1000） 48 48,000 5,778,000 5,800,000

② 雑 収 益 寄付金、利子・その他 87,543 7,526
③ 前 期 繰 越 金 1,764,474 1,764,474

合　　　　計 9,334,617 9,300,000

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 運 営 費 1,291,876 1,500,000

給 与 給料、手当 1,030,000 1,100,000
事 務 備品購入、印刷費、事務用品等、供花他 140,916 200,000
通 信 電話、郵便、インターネット関連費 120,960 200,000

② 会 議 費 111,545 280,000
総 会 会場費、景品代他 92,618 200,000
理 事 会 会場費 13,130 70,000
常 任 理 事 会 会場費、会議費 5,797 10,000

③ 事 業 費 2,338,851 2,500,000
会 報 会報印刷及び発送費 1,139,111 1,300,000
学 校 活 動 助 成 金 iPad他機器寄贈、激励金 1,199,740 1,200,000

④ 四高会拠出金 （一財）四高会への寄付金 1,800,000 1,800,000
⑤ 積 立 金 2,500,000 2,500,000
⑥ 予 備 費 0 150,000
⑦ 次 期 繰 越 金 1,292,345 570,000

合　　　　計 9,334,617 9,300,000

次年度繰越収支差額 770,878
同窓会立替分（未払金） 36,740
今 年 度 末 807,618

前 年 度 末 1,000,000
今 年 度 積 立 金 1,000,000
利　　　　     子 17
今 年 度 末 2,000,017

百五銀行富田駅前支店普通預金
単位：　円

修繕引当資産
（百五銀行富田駅前支店定期預金）単位：　円 百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：円

次年度繰越金 1,292,345
令和４年度卒業生 同窓会費 預り金 5,041,000
（一財）四高会に対する立替金 △ 36,740
今年度末 6,296,605

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：円
前　年　度　末 62,423,043
今 年 度 積 立 金 2,500,000
利　　　　　子 1,009
今　年　度　末 64,924,052

単位：円 単位：円〔収入の部〕

単位：円〔支出の部〕

科　　　目 摘　　　要 決算額 予算額
Ⅰ．収入の部
① 事業収入 会館使用料 13,600 50,000
② 受取寄付金収入 同窓会より 1,800,000 1,800,000
④ 雑     収     入 施設利用料、利息等 18,860 18,726

合　　計 1,832,460 1,868,726
Ⅱ．支出の部
① 事業費・管理費支出 1,412,856 1,829,000
　 会議費支出 会議等 0 80,000
　 講演開催費支出 講演会 36,740 120,000
　 地元協力費支出 十四川の桜管理 50,000 50,000
　 消耗品費支出 備品、コピー機・事務諸経費 127,416 100,000
　 修繕費支出 会館水道工事他 131,440 200,000
　 光熱水料費支出 電気、水道、ガス 409,730 470,000
　 保険料支出 火災保険料 23,510 25,000
　 租税公課支出 固定資産税、県・市税等 436,200 500,000
　 清掃費支出 環境整備等 110,000 120,000
　 支払負担金支出 商工会議所会費 14,000 14,000
　 雑費支出 報酬等 73,820 150,000
② 投資活動支出 1,000,000 1,000,000
　 修繕引当資産取得支出 会館修繕目的 1,000,000 1,000,000
③ 予備費支出 0 100,000

合　　計 2,412,856 2,929,000
Ⅲ．当年度収支差額 △ 580,396 △ 1,060,274
Ⅳ．前年度繰越収支差額 1,351,274 1,351,274
Ⅴ．次年度繰越収支差額 770,878 291,000

記
念
講
演

一
宮
　
惠
氏
（
四
高
42
年
度
卒
）

『
市
立
四
日
市
病
院
の
現
状
』

受付風景

会長あいさつ総会の様子

出席者記念撮影 出席者記念撮影

一宮　惠氏懇親ティーパーティー
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第
15
回

陽
希
、
小
川
侑
希
、
加
藤
朝
彦
、
加

藤
凜
、
嘉
糠
聡
乃
、
倉
內
涼
花
、
児

玉
遥
柊
、近
藤
実
、櫻
井
洸
希
、佐
々

木
七
生
、
佐
藤
柚
乃
、
柴
田
珠
里
、

鈴
木
優
花
、髙
橋
瑞
希
、竹
内
洸
太
、

棚
村
花
帆
、谷
川
維
彦
、田
村
琉
成
、

知
念
大
聖
、年
岡
大
貴
、仲
田
留
奈
、

中
山
真
綸
、藤
井
雄
大
、藤
岡
夏
希
、

藤
川
空
也
、藤
森
晃
大
、舟
山
鈴
加
、

古
田
智
也
、別
府
思
月
、森
口
結
稀
、

山
本
勘
太
、山
本
渚
月
、渡
邉
は
な
、

石
見
茉
央
、
伊
藤
優
星
、
伊
藤
遼
、

稲
垣
敬
太
、上
田
万
瑛
、太
田
一
輝
、

小
川
恵
侑
、加
藤
温
輝
、加
藤
啓
人
、

川
瀬
結
大
、川
村
徳
実
、菅
野
結
子
、

木
下
千
春
、栗
木
悠
宇
、齋
藤
亮
太
、

島
田
大
夢
、
田
中
歩
望
、
谷
村
樹
、

出
口
翔
也
、中
尾
公
亮
、中
村
妃
里
、

野
村
洸
成
、春
山
啓
樹
、肥
田
紗
奈
、

廣
野
一
弥
、福
田
結
子
、古
田
雄
紀
、

堀
匠
摩
、
松
尾
穂
音
、
三
浦
安
珠
、

水
谷
莉
子
、宮
﨑
優
佑
、山
本
奏
太
、

吉
村
修
平
、渡
邊
涼
太
、石
塚
大
成
、

市
川
蓮
刀
、
伊
藤
慎
一
郎
、
伊
藤
も

え
ぎ
、
上
島
卓
聖
、
内
山
太
陽
、
浦

羽
笑
莉
、北
出
菜
々
子
、鬼
頭
奈
名
、

久
野
陽
生
、
鯉
登
天
斗
、
小
比
賀
創

太
、
佐
藤
亜
沙
美
、
柴
田
航
汰
、
杉

浦
風
五
、
武
市
光
平
、
土
井
大
翔
、

中
尾
優
花
、
野
口
比
呂
、
橋
本
実
、

松
田
奈
生
子
、
松
永
理
瑚
、
三
輪
菜

月
、
山
川
結
女
、
山
田
直
央
、
綿
貫

日
也
、
浅
野
航
也
、
大
久
保
美
怜
、

岡
嶋
美
杜
、
川
口
陽
菜
乃
、
小
森
行

真
、
坂
入
美
妃
、
隅
彩
羽
、
髙
田
州

人
、
東
谷
そ
ら
、
米
花
成
実
、
堀
江

壮
太
、
前
田
隆
之
介
、
阿
部
優
真
、

伊
藤
千
恵
、
岩
田
宙
、
加
藤
彩
音
、

木
島
渉
吾
、佐
野
凱
一
、田
辺
翔
大
、

中
野
心
太
、
長
屋
林
太
郎
、
野
澤
実

優
、
野
呂
実
伶
、
林
昌
史
、
日
沖
拓

真
、
福
井
琉
世
、
松
尾
真
音
、
森
下

開
登
、
安
井
陸
人
、
渡
邊
晃
心

篠
原
一
志　

藤
澤
雅
義　

小
山
和
秀

○
２
年
会
費
（
２
千
円
）	

１
名

○
１
年
会
費
（
千
円
）	

55
名

（
令
和
６
年
１
月
末
現
在
）

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
終
身
会
費
（
２
万
円
）

赤
根
僚
、
荒
川
瑛
梨
、
伊
藤
颯
志
、

伊
藤
大
輝
、
位
田
幸
太
郎
、
加
藤
舞

子
、
川
村
春
陽
、
神
田
青
奈
、
桐
吉

花
、
児
島
在
央
、
小
林
充
輝
、
柵
山

颯
姫
、
清
水
陸
大
、
城
優
芽
、
田
垣

玲
美
、
田
邊
結
菜
、
玉
川
響
也
、
新

川
結
菜
、
西
塚
大
智
、
林
舞
奈
、
羽

山
伊
弦
、
福
島
沙
樹
、
藤
井
李
寧
、

古
田
紗
良
、堀
口
和
花
、水
野
美
咲
、

村
田
煌
、
森
下
舞
香
、
安
井
颯
哉
、

栁
川
真
心
、山
川
桃
佳
、山
口
航
生
、

山
下
恵
里
佳
、
山
下
千
夏
、
山
本
千

景
、
山
吉
慧
、
米
倉
萌
花
、
朝
倉
つ

む
ぎ
、
井
内
綾
乃
、
伊
串
真
、
井
上

真
緒
、
内
田
真
鈴
、
小
川
結
花
、
川

村
有
美
、後
藤
亜
里
沙
、小
西
悠
斗
、

近
藤
由
菜
、酒
井
佑
弥
、佐
脇
彩
夏
、

鈴
木
ひ
な
た
、
出
口
慧
哉
、
床
辺
ひ

な
、
中
辻
芽
生
、
西
田
詩
衣
瑠
、
樋

口
旭
、
藤
岡
は
る
ひ
、
宮
城
朝
幸
、

安
田
ひ
か
り
、
弓
矢
碧
葉
、
伊
藤
華

海
、
岩
崎
力
也
、
上
田
麗
奈
、
榎
本

ゆ
り
、
遠
藤
花
梨
、
岡
本
亜
実
、
奥

村
有
梨
奈
、
木
下
奈
々
花
、
木
村
七

海
、
坂
井
悠
希
子
、
酒
井
陸
杜
、
清

水
咲
帆
、
清
水
優
里
、
関
口
心
愛
、

竹
本
好
花
、
田
中
宏
祐
、
辻
蒼
司
、

中
尾
泰
登
、永
島
隆
晴
、中
本
美
羽
、

仁
木
万
莉
菜
、
長
谷
川
彩
生
、
服
部

太
陽
、
坊
田
達
哉
、
本
夛
莉
緒
、
向

原
朱
音
、
諸
岡
瑞
貴
、
山
﨑
敦
仁
、

山
本
明
日
香
、山
本
楽
、山
本
真
綾
、

弓
矢
妃
夏
、石
田
晴
香
、市
川
陽
紀
、

井
上
未
玲
、入
山
心
音
、柏
木
彩
乃
、

黒
澤
咲
絢
、
古
関
菜
々
穂
、
後
藤
彩

月
、
小
林
愛
佳
、
境
文
音
、
榊
原
康

介
、
塩
谷
涼
太
朗
、
清
水
陽
向
、
正

咲
織
、
杉
和
奏
、
多
賀
朱
音
、
髙
田

知
宗
、
髙
田
侑
依
、
谷
口
斗
真
、
辻

咲
希
、
土
井
裕
太
、
戸
谷
虹
斗
、
平

松
な
つ
み
、
藤
原
滉
、
別
所
宏
樹
、

三
林
聖
也
、森
口
智
稀
、森
田
陽
奈
、

諸
岡
莉
奈
、保
井
天
斗
、山
本
真
央
、

山
本
理
紗
子
、青
山
遥
、雨
澤
優
太
、

伊
藤
静
希
、
伊
藤
翔
太
郎
、
今
村
優

花
、
上
村
倖
矢
、
内
糸
亮
太
、
太
田

令
和
５
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

　

去
る
11
月
９
日（
木
）に
四
日
市
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
恒
例
の
銀
城

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
男
子
41
名
・
女
子
５
名
の
合
計
46
名

の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
の
優
勝
者
は
男
女
共
奇
し
く
も
昨
年
と
同
じ
、
四

ツ
谷
昌
彦
さ
ん
と
星
珠
樹
さ
ん
で
し
た
。
２
年
連
続
優
勝
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
の
第
16
回
大
会
は
、
令
和
６
年
11
月
７
日（
木
）に
四
日

市
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
予
定
の
上
奮
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

１
月
15
日
、
書
家
の
加

藤
子
華
（
本
名
節
子
、
Ｓ

30
年
度
卒
）
さ
ん
が
自
ら

の
書
作
品
「
躍
進
」
と
共

に
、
四
高
に
も
長
年
勤
務

さ
れ
て
い
た
ご
尊
父
の
加

藤
光
城
（
本
名
栄
夫
）
先

生
の
書
「
和
敬
静
寂
」
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
子
華

さ
ん
は
、
日
展
に
入
賞
さ

れ
審
査
員
も
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
書
に
於
い
て
数
々

の
実
績
を
積
ま
れ
る
だ
け

で
な
く
、
書
芸
術
や
地
域

文
化
の
振
興
と
後
進
の
指

導
に
日
々
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
渡
り
廊
下
に
掲
げ

ら
れ
た
書
「
躍
進
」
は
、

今
後
、
母
校
生
徒
た
ち
に

「
八
稜
星
」
の
精
神
を
語

り
掛
け
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。

書
作
品
を
母
校
に

会
館
だ
よ
り

お
悼
み

服
部
八
州
宏 

氏
（
Ｓ
30
年
度
卒
）

令
和
５
年
７
月
ご
逝
去

常
任
理
事

服
部
幸
男 

氏

（
Ｓ
27
年
度
卒
）

令
和
５
年
10
月
ご
逝
去

常
任
理
事

上
野
公
雄 

氏

（
Ｓ
35
年
度
卒
）

令
和
５
年
２
月
ご
逝
去

常
任
理
事

伊
藤
靖
彦 

氏

（
Ｓ
30
年
度
卒
）

令
和
５
年
６
月
ご
逝
去

元
会
計

　

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

報
の
送
付
な
ど
も
、
財
政
上
の
理

由
か
ら
会
費
を
納
め
た
方
だ
け
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

場
合
に
は
、
是
非
お
早
め
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
納
入
金
額

　

終
身
会
費	

２
万
円

　

毎
年
納
入
の
場
合

	

年
会
費 

１
千
円

◆
納
入
方
法

①
郵
便
振
替

　

口
座
番
号

　

０
０
８
２
０

−

8

−

６
３
６
７

　

三
重
県
立
四
日
市
高
校
同
窓
会

※
専
用
の
振
込
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
送
付
い

た
し
ま
す
。

②
現
金
書
留

　

会
館
迄
ご
送
金
下
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
は
同
窓
会
館
ま
で
》

０
５
９

−

３
６
５

−

３
６
３
１

sikoukai@
m
2.cty-net.ne.jp

会
費
納
入
の
お
願
い

〇
舘
親
光
様
（
Ｓ
28
卒
）
よ
り

鈴
木
田
俊
二
氏
の
作
品
を
含

む
絵
画
５
点
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〇
平
成
30
年
度
卒
同
窓
生
有
志

の
方
々
よ
り
５
３
，８
９
２

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

子華先生のご挨拶と書「躍進」

光城先生の書「和敬静寂」

男女優勝者と会長
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の
自
作
映
画
の
渋
谷
上
映
の
際
は
足

を
運
ん
で
頂
く
な
ど
、
大
き
な
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。実
は
こ
の
作
品
、

四
日
市
へ
の
思
い
も
込
め
ま
し
て

「
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ａ	

ぎ
な
ぎ
な
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
…
コ
ロ
ナ
禍
に
映
画

制
作
に
失
敗
し
た
初
老
の
俳
優
が
何

と
か
立
ち
上
が
り
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
す
る
…
と
言
う
も
の
で

す
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
四
日
市
で

過
ご
し
た
高
度
経
済
成
長
の
時
代
を

経
て
、
２
０
３
０
年
問
題
を
前
に
こ

れ
か
ら
サ
ー
ド
キ
ャ
リ
ア
を
求
め
ら

れ
る
時
代
を
ど
う
凌
い
で
い
く
か
…

と
い
っ
た
裏
テ
ー
マ
が
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
い
く
つ
か
の
シ
ー

ン
で
は
四
日
市
で
ロ
ケ
撮
影
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
し
、
再
会
し
た
方
新

た
に
出
会
っ
た
方
…
凱
旋
上
映
で
も

た
く
さ
ん
の
方
に
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
一
念
発

起
し
た
映
画
制
作
で
四
日
市
と
の
素

晴
ら
し
い
再
会
を
さ
せ
て
頂
い
た
わ

け
で
す
。
そ
の
意
味
で
２
０
２
３
年

は
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
ご
縁
は
な
お
も
続
き
、

今
年
は
三
浜
文
化
会
館
で
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
公
演
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

自
分
も
還
暦
か
ら
２
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た

も
の
で
何
か
地
元
四
日
市
に
還
元
で

き
れ
ば
…
そ
ん
な
思
い
も
胸
に
、
今

後
も
一
層
頑
張
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

互
信
頼
を
深
め
、
会
員
の
人
格
完
成

を
促
進
す
る
と
共
に
、
在
校
生
柔
道

部
の
育
成
指
導
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
49
年
９
月
１
日
に
設
立
さ
れ
、
令

和
６
年
で
発
足
50
年
に
な
り
ま
す
。

四
日
市
高
校
の
歴
代
諸
先
生
方
の
ご

理
解
と
柔
道
部
顧
問
の
方
々
の
ご
指

導
の
下
で
、
何
と
か
柔
道
部
は
存
続

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
四

高
柔
友
会
と
し
て
の
目
的
達
成
の
た

め
「
相
互
親
睦
に
資
す
る
活
動
」「
四

高
柔
道
部
の
育
成
に
関
す
る
助
成
」

「
研
修
活
動
」
等
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
例
年
、

１
月
成
人
の
日
祝
日
に
定
期
総
会
、

４
月
初
旬
に
花
見
、
同
月
29
日
昭
和

の
日
祝
日
に
物
故
者
偲
ぶ
会
、
７
月

海
の
日
祝
日
に
Ｏ
Ｂ
現
役
交
歓
会
・

奨
励
金
の
交
付
、
８
月
最
終
土
曜
日

に
親
睦
旅
行
、
12
月
初
旬
に
有
志
忘

年
会
を
開
催
、
下
旬
に
会
報
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

会
報
発
行
を
除
き
、コ
ロ
ナ
禍
で
４

年
間
休
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
５

類
移
行
も
あ
り
、
何
と
か
予
定
の
行

事
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
令
和
５
年
度
に
四
高
柔
友

会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
11
代
目
会

長
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
若
い
会

員
を
役
員
に
迎
え
、
新
体
制
で
会
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、
西
尾
先
生

と
面
識
の
な
い
無
縁
と
も
い
え
る
世

代
会
員
に
こ
の
四
高
柔
友
会
を
如
何

に
引
継
ぐ
か
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
命

題
と
思
っ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
近
年
、
四
高
柔
道
部
は
、

数
名
の
部
員
で
細
々
と
活
動
し
て
い

る
よ
う
で
、
新
入
部
員
の
獲
得
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
少
な
い
な

が
ら
も
現
役
の
諸
君
は
、
文
武
両
道

の
四
高
教
育
理
念
、
顧
問
の
先
生
方

の
指
導
の
下
、
昇
段
試
合
や
大
会
に

向
け
て
一
生
懸
命
稽
古
に
励
み
、
着

実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
柔
道
を
志

し
た
者
に
と
っ
て
「
精
力
善
用
」「
自

他
共
栄
」
の
精
神
は
、
心
の
拠
り
所

と
思
っ
て
お
り
、
柔
道
を
志
す
若
人

を
四
高
柔
友
会
と
し
て
温
か
く
見
守

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
凜
凛
と
」
で
デ
ビ
ュ

ー
、
数
々
の
舞
台
や
映
画
へ
の
出
演

機
会
も
い
た
だ
き
、
と
り
わ
け
テ
レ

ビ
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
で
は
「
カ

ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
」

な
ど
番
組
に
も
大
い
に
恵
ま
れ
、
何

と
か
生
活
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
東
京
で
は
卒
業
生
が
多
く

参
加
さ
れ
る
「
四
の
会
」
に
も
お
誘

い
頂
き
、
メ
ン
バ
ー
の
方
に
は
舞
台

公
演
を
ご
覧
頂
い
た
り
、
ま
た
前
述

　

四
日
市
高
校
同
窓
会
会
員
の
皆

様
、
お
元
気
で
す
か
。
同
窓
会
報
へ

の
投
稿
依
頼
を
受
け
た
折
角
の
機
会

に
、
四
日
市
高
等
学
校
柔
友
会
（
以

下
「
四
高
柔
友
会
」
と
い
う
）
に
つ

い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

四
高
柔
友
会
は
、
四
日
市
高
校
柔

道
部
の
Ｏ
Ｂ
会
で
、
故
西
尾
有
賢
先

生
の
指
導
の
下
、
四
高
柔
道
部
の
伝

統
を
守
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
相

　

四
高
の
通
信
課
程
卒
業
の
後
、
名

古
屋
で
の
２
年
間
の
専
門
学
校
を
経

て
上
京
。は
や
41
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
中
々
地
元
と
の
交
流
は
な
い

ま
ま
で
し
た
が
、
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍

を
機
に
挑
戦
し
た
自
作
映
画
が
完
成

し
、
な
ん
と
四
日
市
市
文
化
会
館
で

の
上
映
ま
で
実
現
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
上
京
以
来
、
仲
代
達
矢
氏
主
催

の
無
名
塾
に
在
籍
。
役
者
の
下
積
み

修
行
が
長
く
続
き
な
が
ら
も
、
Ｎ
Ｈ

四
日
市
高
等
学
校

柔
友
会
と
は永　

戸
　
吉
　
朋

（
四
高
49
年
度
卒
）

「
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ａ
」と
、

凱
旋

高
　
川
　
裕
　
也

（
通
信
制
55
年
度
卒
）

の
試
合
か
ら
４
番
を
任
さ
れ
、
３
年

生
の
７
月
に
四
日
市
市
大
会
で
優
勝

し
、８
月
の
三
重
県
大
会
で
も
優
勝
。

　

進
学
の
予
定
が
な
か
っ
た
が
、
翌

年
４
月
に
四
日
市
高
校
に
入
学
し
野

球
部
に
入
部
、
２
年
生
の
秋
か
ら
主

将
に
な
り
チ
ー
ム
の
ま
と
め
役
を
任

さ
れ
た
。

　

在
学
中
は
体
力
不
足
で
不
成
績
に

終
わ
っ
た
。
卒
業
後
知
人
の
紹
介
で

就
職
の
た
め
上
京
、
２
年
後
に
後
輩

た
ち
が
夏
の
甲
子
園
大
会
と
国
体
で

全
国
優
勝
、
社
会
人
の
自
分
に
大
き

な
励
み
に
な
っ
た
。

　

18
歳
の
夏
、
上
京
し
繊
維
関
係
の

仕
事
に
つ
き
な
が
ら
転
職
を
繰
り
返

し
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
も
多

く
の
人
脈
が
出
来
楽
し
い
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
間
、
30
代
と
60
代
に
大
き
な

病
気
を
し
た
が
、
中
学
校
・
高
校
の

友
人
で
村
山
正
博
氏
（
東
大
医
学
部

卒
、
医
学
博
士
）
の
お
か
げ
で
病
気

の
際
は
い
つ
も
助
け
ら
れ
た
。
竹
馬

の
友
は
あ
り
が
た
い
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。

　

48
歳
か
ら
事
業
を
始
め
て
65
歳
の

時
、
社
会
貢
献
の
つ
も
り
で
奉
仕
団

体
の
葛
飾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
入

会
し
、
地
元
の
学
校
で
薬
物
乱
用
防

止
の
授
業
を
行
い
、
全
国
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
研
修
会
で
学
校
で
の
授

業
の
方
法
を
講
演
し
て
お
り
ま
す
。

　

四
高
の
同
窓
生
（
四
期
生
）
と
は
、

卒
業
後
、
男
の
厄
年
（
42
歳
）
を
迎

え
た
際
、
元
野
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

の
立
場
で
東
京
在
住
者
約
20
数
名
に

呼
び
か
け
、
初
の
同
窓
会
を
西
新
宿

の
知
人
の
喫
茶
店
を
貸
し
切
り
開

催
、
男
女
合
わ
せ
て
25
名
が
参
加
、

当
日
は
卒
業
以
来
の
再
会
で
会
話
が

弾
み
四
日
市
か
ら
も
柳
川
氏
が
商
用

で
上
京
し
て
い
て
特
別
参
加
、
大
い

に
盛
り
盛
り
上
が
っ
た
雰
囲
気
が
四

日
市
の
同
級
生
に
伝
わ
り
、
そ
の
後

四
日
市
で
も
同
窓
生
が
本
格
的
に
企

画
し
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
の
出
身
地
は
富
田
で
、
四
高
ま

で
歩
い
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
小

学
校
４
年
生
の
８
月
に
終
戦
、
当
時

は
進
学
率
も
低
く
我
が
家
は
、
母
子

家
庭
で
貧
し
く
進
学
の
話
題
す
ら
な

く
、
勉
強
よ
り
も
草
野
球
に
夢
中
で

友
人
達
と
冬
は
富
田
浜
の
海
岸
や
、

地
元
の
神
社
で
三
角
ベ
ー
ス
の
草
野

球
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

中
学
生
に
な
り
野
球
用
具
も
無
い

ま
ま
１
年
の
２
学
期
に
野
球
部
に
入

部
、
し
か
し
、
野
球
用
具
が
買
え
ず

学
校
に
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
と
マ

ス
ク
が
あ
り
お
借
り
し
て
練
習
に
取

り
組
ん
だ
。

　

お
正
月
と
お
盆
に
親
戚
を
回
っ
て

お
小
遣
い
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
た

め
て
名
古
屋
の
ス
ポ
ー
ツ
店
に
行
き

好
み
の
バ
ッ
ト
を
３
０
０
円
で
買
っ

た
。
う
れ
し
く
て
毎
日
毎
晩
素
振
り

を
繰
り
返
し
て
い
た
。

　

中
学
２
年
の
秋
か
ら
新
チ
ー
ム
に

所
属
、
初
の
対
校
試
合
で
チ
ー
ム
内

で
ヒ
ッ
ト
を
一
番
打
っ
た
結
果
、
次

我
が
人
生
に
悔
い
な
し

舘
　
　
　
親
　
光

（
四
高
28
年
度
卒
）
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語
の
面
白
さ
、
そ
れ
を
相
手
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
楽
し
さ
と
の
出
会

い
で
す
。
世
界
が
ぐ
っ
と
広
が
り
、

や
れ
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
最
大
の
出
会
い
は
、
そ
れ
ら
を
同

じ
熱
量
で
語
り
合
え
る
友
人
た
ち
の

存
在
。
高
校
時
代
は
け
し
て
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
会
え
ば
話
が
で
き
る
先
生
方

や
仲
間
の
お
か
げ
で
、
学
校
は
私
に

と
っ
て
変
わ
ら
ず
大
切
な
場
所
で
あ

り
続
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
４
月
か
ら
、
教
育
に
携
わ
っ

て
働
き
ま
す
。
ま
た
ひ
と
つ
人
生
の

風
向
き
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
に
も

き
っ
と
四
高
で
培
っ
た
経
験
を
持
っ

て
い
け
る
は
ず
で
す
。
四
高
生
の
皆

さ
ん
、
い
ま
あ
る
も
の
に
眠
る
可
能

性
か
ら
、
未
来
は
拡
が
っ
て
い
き
ま

す
。
一
瞬
一
瞬
を
煌
め
か
せ
て
く
だ

さ
い
。
諸
先
輩
方
、
同
期
の
皆
様
、

未
熟
な
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

四
日
市
高
校
で
の
３
週
間
の
教
育

実
習
か
ら
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

私
は
四
高
を
卒
業
し
、
三
重
県
か
ら

も
離
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
改
め

て
戻
っ
て
き
て
、
あ
の
頃
と
変
わ
ら

な
い
光
景
に
驚
き
と
喜
び
を
同
時
に

感
じ
ま
し
た
。
近
鉄
富
田
駅
を
通
る

電
車
の
音
、
そ
れ
に
負
け
な
い
運
動

部
の
練
習
の
声
、
教
室
に
ひ
と
た
び

入
れ
ば
感
じ
る
生
徒
の
熱
気
。
実
習

生
な
が
ら
、
母
校
の
あ
ち
こ
ち
に
残

る
面
影
を
見
つ
け
た
瞬
間
、
四
高
生

に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
授
業
を
し
た
２
週
間
は
、

緊
張
と
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。

初
め
て
教
壇
に
立
っ
て
話
を
す
る
と

き
、
声
が
震
え
た
の
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
そ

れ
は
伝
わ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
私

の
在
学
時
に
は
な
か
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

材
を
ど
う
に
か
活
用
し
た
い
、
と
授

業
の
修
正
を
繰
り
返
し
、
授
業
に
臨

む
日
々
。
拙
い
授
業
で
し
た
が
、
こ

こ
か
ら
少
し
で
も
学
び
取
ろ
う
、
と

い
う
気
概
を
皆
さ
ん
か
ら
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
、
そ
の
思
い
に
少
し
で
も
応

え
た
い
と
い
う
思
い
が
自
分
を
動
か

し
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
時
間
を
割
い
て
ご
指
導
頂
い
た
先

生
方
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

時
を
経
た
今
振
り
返
る
と
、
高
校

生
活
が
私
の
人
生
に
新
た
な
光
を
当

て
て
く
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
研
究
会

で
即
興
演
奏
に
興
じ
、
国
文
学
を
専

攻
し
、
教
員
免
許
の
取
得
を
目
指
す

今
。
そ
の
始
ま
り
は
高
校
で
の
、
仲

間
と
音
を
合
わ
せ
る
吹
奏
楽
や
担
当

し
て
い
た
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、
論
理
構

造
や
こ
と
ば
の
表
象
を
読
み
と
く
国

転
換
点

　
大
　
澤
　
　
　
心

（
四
高
Ｈ
30
年
度
卒
）

が
我
が
社
の
モ
ッ
ト
ー
で
、
社
員
を

あ
ま
り
管
理
せ
ず
自
由
に
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

社
員
は
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す

し
、
気
の
い
い
連
中
が
多
い
の
で
、

私
も
毎
日
楽
し
い
で
す
ね
。
昨
年
今

年
と
、
ひ
と
り
の
社
員
と
『
社
長
係

長
』
と
い
う
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
『
Ｍ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
』に
出
ま
し
た（
ど

ち
ら
も
一
回
戦
敗
退
で
す
が
）。
ま

た
、
昨
年
、
今
年
と
６
％
の
給
与
ア

ッ
プ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
に
行
き
、
同
級
生
を
み
る

と
優
良
企
業
に
つ
と
め
、
公
務
員
に

な
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
私
の
よ
う

に
起
業
し
て
い
る
も
の
は
他
に
ほ
ぼ

い
な
い
よ
う
で
す
。
三
重
県
、
四
日

市
と
い
う
土
地
柄
は
保
守
的
な
人
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
今
後
の
若
い
人

は
も
う
少
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
若
い
人

に
担
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
40
数

年
後
に
は
日
本
の
人
口
が
３
分
の
２

に
な
る
と
政
府
は
推
計
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
人
口
割
合
が

増
加
し
ま
す
の
で
、
社
会
保
障
支
出

割
合
が
増
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
減
り
税
収
は
減

る
一
方
で
す
の
で
、
つ
ま
り
税
金
や

健
康
保
険
料
等
の
個
人
の
負
担
が
増

え
、
逆
に
年
金
は
減
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
大
変
厳
し
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
日
本
人
一
人
当
た
り
の

生
産
性
を
上
げ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

学
校
で
の
勉
強
は
と
て
も
大
事

で
、
高
校
時
代
に
私
は
あ
ま
り
勉
強

し
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
ま

　

昭
和
54
年
度
卒
で
す
か
ら
、
現
在

62
歳
に
な
り
ま
す
。
平
成
８
年
に
会

社
を
設
立
し
27
年
経
ち
、
総
従
業
員

数
２
２
０
名
、
売
上
高
90
億
円
の
組

織
に
な
り
ま
し
た
。
業
務
内
容
は
、

主
に
収
益
不
動
産
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ま

た
不
動
産
会
社
へ
の
業
務
支
援
で

す
。
沖
縄
と
宮
古
島
に
も
支
店
が
あ

り
、
特
に
宮
古
島
で
は
、
ホ
テ
ル
運

営
、
全
世
帯
配
布
の
月
刊
情
報
誌
発

刊
、
飲
食
店
運
営
な
ど
も
し
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
事
業
は
拡
大
す
る

予
定
で
す
。
引
退
な
ど
は
ま
っ
た
く

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
新
宿
の
本
社
で
は
、
フ
リ
ー

ア
ド
レ
ス
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

（
コ
ア
曜
日
、
コ
ア
時
間
な
し
）
を

敷
い
て
お
り
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
の
真

ん
中
に
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
作
り
、

お
酒
等
各
種
を
会
社
で
用
意
し
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
呑
ん
で
い
い
と
私

は
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
昼
か
ら
呑
む
人
は
ま
だ
現
れ
て

い
ま
せ
ん
（
笑
）。
そ
の
他
、
キ
ー

ボ
ー
ド
・
ギ
タ
ー
・
ベ
ー
ス
が
置
い

て
あ
っ
た
り
、
卓
球
台
、
ダ
ー
ツ
ゲ

ー
ム
、
テ
ー
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
、
ゴ
ル

フ
の
パ
タ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
も
デ
ス
ク

の
横
に
あ
り
ま
す
。
金
曜
の
夜
は
、

皆
で
卓
球
大
会
を
開
い
た
り
、
私
が

バ
ン
ド
を
組
ん
で
唄
っ
た
り
す
る
の

を
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ワ
イ
ン
を
傾

け
な
が
ら
聴
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
す
（
み
な
話
に
夢
中
で
聴
い
て

く
れ
ま
せ
ん
が
）。

　

「
楽
し
く
な
け
れ
ば
仕
事
じ
ゃ
な

い
」「
会
社
は
遊
び
に
行
く
と
こ
ろ
」

「
い
い
仕
事
を
し
て
幸
せ
に
な
ろ
う
」

生
き
る
力
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

藤
　
澤
　
雅
　
義

（
四
高
54
年
度
卒
）

す
。
し
か
し
、
う
ち
の
社
員
を
見
て

い
る
と
、
社
会
に
出
て
か
ら
は
『
生

き
る
力
』
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と

も
重
要
か
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
、

前
向
き
な
姿
勢
、
仲
間
を
大
事
に
す

る
心
、
ユ
ー
モ
ア
、
ア
ー
ト
的
セ
ン

ス
、
礼
節
、
誠
実
さ
、
常
識
を
疑
う
、

好
奇
心
、
自
己
肯
定
、
信
用
を
得
る

こ
と
、
フ
ェ
ア
な
精
神
、
自
分
を
客

観
視
で
き
る
か
、
気
持
ち
の
強
さ
、

時
代
を
読
む
、
企
画
立
案
力
、
運
、

そ
し
て
感
性
そ
の
も
の
、
あ
た
り
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
は
国
家
の
基
本
で
す
。
四
日

市
高
校
が
日
本
の
将
来
の
た
め
に
素

晴
ら
し
い
教
育
を
さ
れ
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

に
委
ね
ら
れ
た
。
定
年
退
職
の
頃
ま

で
は
土
・
日
の
開
催
で
あ
っ
た
が
平

日
開
催
と
な
り
、
後
半
は
10
月
第
２

火
曜
日
に
定
着
し
た
。
会
員
名
簿
も

固
定
の
も
の
は
な
く
、
聞
き
伝
え
で

参
加
す
る
人
も
い
て
、
開
催
案
内
は

70
名
ほ
ど
に
送
っ
て
い
た
。
友
人
同

士
で
示
し
合
わ
せ
て
宿
泊
し
て
交
遊

を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
も
い
た
。
四
日

市
で
も
気
運
が
高
ま
り
還
暦
、
傘
寿

の
節
目
に
は
故
郷
に
全
員
集
合
し

た
。	

　

参
加
は
平
均
30
名
ほ
ど
で
最
大
は

40
名
、
四
日
市
か
ら
も
毎
年
７
～
８

名
が
参
加
し
た
。
最
終
回
も
52
名
に

案
内
し
て
19
名
の
出
席
で
あ
っ
た
。	

　

終
え
る
こ
と
に
し
た
理
由
と
し
て

は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
中
断
で
リ
ズ
ム
が

崩
れ
、
80
歳
を
超
え
て
持
ち
廻
り
幹

事
諸
氏
の
気
力
が
衰
え
は
じ
め
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
た
。
会
員
の
突
発

的
な
病
気
な
ど
で
参
加
で
き
な
く
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
体
力
が
衰
え

は
じ
め
た
会
員
が
遠
距
離
を
一
人
で

出
か
け
る
こ
と
へ
の
家
族
の
不
安
も

無
い
と
は
い
え
な
い
。
様
々
な
理
由

で
閉
会
の
同
意
を
得
て
終
え
た
。	

　

会
は
終
わ
っ
た
が
、
泗
高
以
来
の

絆
は
続
い
て
い
る
。
今
後
は
小
グ
ル

ー
プ
で
集
ま
っ
て
充
実
し
た
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
。
３
年
後
の

「
米
寿
の
会
」
に
は
元
気
で
四
日
市

に
集
ま
り
た
い
も
の
だ
。

　

戦
後
の
混
乱
期
に
学
び
、
日
本
復

興
の
先
兵
と
な
っ
て
先
進
国
の
仲
間

入
り
も
果
た
し
、
バ
ブ
ル
経
済
も
経

験
し
た
世
代
に
生
き
た
喜
び
を
か
み

し
め
つ
つ
、
静
か
にFade-Out
す

る
心
の
準
備
を
し
て
い
る
。

　

戦
争
が
終
結
し
た
翌
昭
和
21
年
４

月
に
新
制
小
学
校
に
入
学
し
た
私
達

が
激
動
の
戦
後
を
生
き
昭
和
33
年
３

月
に
四
日
市
高
校
を
卒
業
し
た
。
初

め
て
戦
後
教
育
を
受
け
た
12
年
で
あ

っ
た
。
新
生
日
本
が
ど
の
方
向
に
進

む
か
は
手
探
り
だ
っ
た
が
若
さ
で
弾

む
18
歳
は
大
学
に
職
場
に
飛
び
出
し

て
い
っ
た
。	

　

卒
業
後
25
年
を
経
た
昭
和
58
年

（
１
９
８
３
）
に
多
く
が
生
活
し
て

い
た
東
京
で
、
昭
和
32
年
度
卒
業
を

も
じ
っ
た
「
サ
ニ
ー
」
に
「
関
東
…
」

を
入
れ
て
「
関
東
サ
ニ
ー
会
」
を
立

ち
上
げ
た
。
終
う
会
の
２
０
２
３
年

10
月
ま
で
に
は
予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍

の
為
に
４
年
の
空
白
が
あ
っ
た
が
40

年
の
間
に
35
回
開
催
し
た
。	

　

会
の
運
営
は
翌
年
の
幹
事
を
持
ち

廻
り
で
選
び
、
内
容
は
幹
事
の
采
配

「
関
東
サ
ニ
ー
会
」を
終
う 

西
　
村
　
貞
　
夫

（
四
高
32
年
度
卒
）
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気
づ
け
ば
母
校
を
卒
業
し
て
20
年

が
経
ち
ま
し
た
。
卒
業
時
に
は
編
集

後
記
を
書
く
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
よ

う
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
微
力
を
尽
く

し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
前
田
）

　

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
最
終
ペ
ー

ジ
「
同
窓
生
交
歓
」
に
笑
顔
が
戻
り

ま
し
た
！

今
回
も
編
集
中
に
様
々

な
難
題
に
出
会
い
暗
中
模
索
の
日
々

で
し
た
が
、
校
了
を
迎
え
る
今
、
明

け
な
い
夜
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。	

（
小
林
）

編
集
後
記

北
海
道
富
中
・四
高
会
と
叙
勲

成
　
瀬
　
勝
　
巳
（
四
高
30
年
度
卒
）

　僕は米国ワシントン州オリンピア市を拠点に和風建築業に従事して
います。
　菰野小→菰野中出身です。四高野球部が甲子園優勝時の高橋正勝投
手のご家族が菰野駅近くで営まれていた清新亭という洋食屋さんの料
理が大好物だったという美味しい～思い出があります。
　鹿児島大学水産学部時代には実習船かごしま丸で世界の海を航海し
貴重な体験をしましたが、卒業後からは建築業に携わりました。茶道
も習っており、鵜の森公園内に新設された泗翠庵という繊細かつ洗練
された本格的な数寄屋建築に遭遇し、衝撃を受け、あの様な建築を自
身でも築きたいと志しました。1997年に米国に移住し、和風建築業
を起業し、かれこれ27年、試行錯誤の連続でしたが、全米各地で様々
な一期一会がありました。

　最近の仕事２点を紹介します。フロ
リダ州森上ミュージアムには、日本座
敷モデルルームの建築、既存茶室に新
畳、太鼓襖等の製作、菰野産つくばい
石を使用した屋内茶庭の建設、ワニや
イグアナなどがウロウロしているトロ
ピカルな日本庭園内に菰野灯籠を設置

させて頂きました。この現場へ出向くため、米国斜め横断5,300km
の長～いドライブでしたが、北米大陸の雄大な絶景を楽しむ事が出来
ました。
　シアトル近郊の邸宅には、水屋付き広間茶室の建築および露地門、
梅見門を設けた茶庭の建設をさせて頂きました。施主様は月次に京都
の家元茶席のお稽古に通う卓越したお茶人であり、日本でも最高級な
数寄屋建材を使用する事が出来ました。完成後には施主様のファミリ
ーメンバーで、残念ながらこの場でお名前を公表する事は出来ないの
ですが、グローバルで有名な方々にも僕の仕事を観て頂き、称賛して
くださり、大変光栄でした。
　在住している米国北西部は海の幸・山の幸など自然の恵みが豊富な
地域です。山菜採り、潮干狩り、ボタン海老漁、鮭釣り、庭の林檎、
松茸狩り、イカ釣りなどなど、四季折々の収穫を家族で満喫していま
す。同時に、家族で過ごす時間の大切さを実感し、我が家族の将来の
可能性も思案中です。
　今後も和風建築業は継続していきつつ、日本から輸入した建材、木
工具などの米国内での販売事業ビジネスの運営をも展開していこうと
考えてます。日本で培われた銘木、畳、障子、襖、聚楽壁等の和風建
材の品質の良さや刃物類の精度は世界的に見ても大変優れたものであ

り、ハイレベルでニッチなニーズを開拓し
ていく余地は十分にありそうです。その様

なビジネスを我が家のフ
ァミリービジネスとして
発展させる事が新たな目
標です。「日々是好日in	
USA」米国月桂冠の濃醇
な味わいに酔いしれなが
ら構想を思い描く今日こ
の頃です。

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
準
備
に
取
り
掛
り
、
お
祝
い
品

を
検
討
す
る
な
か
、
岡
田
会
長
は
我
々

に
と
っ
て
水
戸
の
御
老
公
の
よ
う
な
存

在
で
あ
り
や
は
り
印
籠
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
意
見
が
ま
と
ま
り
、
デ
ザ
イ

ン
は
八
稜
星
に
二
中
の
富
中
の
校
章
を

北
海
道
で
形
ど
り
、
片
面
は
イ
オ
ン
創

業
時
の
岡
田
屋
呉
服
店
の
商
標
を
紋
と

し
た
蒔
絵
紋
の
印
籠
が
で
き
上
り
ま
し

た
。

　

当
日
東
京
の
ホ
テ
ル
に
岡
田
会
長
を

お
招
き
し
（
申
し
訳
な
い
こ
と
で
す
が

費
用
は
会
長
が
負
担
し
て
下
さ
い
ま
し

た
）
叙
勲
の
お
祝
い
と
し
て
印
籠
を
お

渡
し
し
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
皆
で
岡
田
会
長
（
満
98

歳
）
の
白
寿
・
百
寿
で
の
再

会
を
約
し
、
延
期
し
て
お
り

ま
し
た
20
周
年
と
共
に
お
祝

い
の
会
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に“
北
海
道
富
中
・

四
高
会
〟
が
20
年
も
の
長
き

に
亘
り
開
催
で
き
て
い
る
こ

と
と
、
岡
田
会
長
の
叙
勲
の

お
祝
い
を
こ
う
し
て
ご
報
告

で
き
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
次
に

向
け
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
岡
田
会
長
を
は
じ
め

と
し
た
会
員
の
皆
様
の
こ
の
会
へ
の
思

い
と
同
時
に
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
皆
様

そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
同
窓
会
館
は
じ

め
四
高
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
も
富
中
・
四
高
と

い
う
大
樹
が
北
の
大
地
で
緑
あ
ふ
れ
る

平
和
の
象
徴
と
し
て
今
の
幸
せ
の
永
遠

の
道
し
る
べ
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願

い
つ
つ
御
礼
旁
々
ご
報
告
と
い
た
し
ま

す
。

　

北
海
道
富
中
・
四
高
会
は
２
０
０
０

年
に
流
通
最
大
手
の
イ
オ
ン
（
当
時
ジ

ャ
ス
コ
）
の
北
海
道
進
出
時
に
視
察
に

訪
れ
た
イ
オ
ン
㈱
岡
田
卓
也
現
・
名
誉

会
長
（
富
中
40
回
生
）
の
“
北
海
道
で

富
中
会
を
や
ら
な
い
か
。
私
も
出
席
す

る
〟と
の
一
言
で
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

四
高
の
大
先
輩
で
あ
り
し
か
も
野
球

部
の
先
輩
で
あ
る
岡
田
卓
也
さ
ん
の
提

言
で
あ
り
早
速
情
報
収
集
に
取
り
掛
り

富
中
Ｏ
Ｂ
２
名
・
四
高
Ｏ
Ｂ
４
名
が
会

員
と
な
り
岡
田
卓
也
会
長
の
も
と
第
一

回
の
会
合
を
札
幌
の
割
烹
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
毎
年
岡
田
会
長
も
出
席
さ
れ

回
を
重
ね
る
こ
と
19
回
、

こ
の
間
会
員
も
徐
々
に
増

え
、
中
に
は
同
じ
北
勢
健

児
だ
か
ら
と
桑
高
Ｏ
Ｂ
の

方
も
加
わ
っ
て
、
会
員
数

は
14
～
15
名
と
な
り
い
よ

い
よ
来
年
は
節
目
の
20

回
・
20
周
年
に
ふ
さ
わ
し

い
会
に
し
よ
う
と
北
海
道

知
事
の
出
席
も
お
願
い
し

準
備
は
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
第
71
回
“
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
〟
も
終
ろ
う
と
し
た
２
０
２
０
年
２

月
頃
か
ら
北
海
道
で
コ
ロ
ナ
が
流
行
し

始
め
皆
様
ご
承
知
の
よ
う
な
状
態
と
な

り
北
海
道
庁
に
は
本
当
に
申
し
訳
な
い

こ
と
な
が
ら
止
む
無
く
延
期
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
世
の
中

も
平
常
に
戻
り
始
め
た
２
０
２
３
年

春
、
岡
田
会
長
の
旭
日
大
綬
章
受
章
を

ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
会
員
の
方
々
と
相
談

し
た
結
果
、
今
度
は
我
々
が
東
京
に
出

向
き
お
祝
い
し
よ
う
と
叙
勲
で
ご
多
忙

の
イ
オ
ン
様
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整

を
お
願
い
し
東
京
の
ホ
テ
ル
で
の
開
催

茶室職人

リレー随想 〈第27回〉

日々是好日 in USA
内 田 晃 史 （四高57年度卒）

北米大陸横断中

茶室 キングサーモンです
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　僕は、2023年7月25日から27日にかけて東京都の国立オリンピック青少
年総合センター及びNHKホールで行われた第70回NHK杯全国高等学校放送
コンテストに出場しました。大会は、アナウンス部門、朗読部門、創作テレ
ビドラマ部門など計7つの部門に分かれています。僕はその中で、正確な発
音や原稿の内容などが審査されるアナウンス部門に出場しました。
　放送部として、１年ぶりの全国大会出場で、緊張と不安が入り混じる中、
何度も書き直した原稿を手にマイクの前に立ちました。発声の直前、一瞬の
静寂が広がり、凍りつくような緊張感がありましたが、なんとかいつも通り
のアナウンスをすることができました。
結果は準々決勝敗退と思うようなもので
はありませんでしたが、決勝進出者たち
の覇気を感じる読みに触れ、圧倒される
瞬間を経験しました。
　これから、この雰囲気と経験を、後輩
たちにも伝えて、部全体でさらなる飛躍
を目指します。来年度は、より多くの部
門で全国大会出場を目指し、伝統ある放
送部を進化させて繋いでいきたいです。
　最後に、今回の全国大会出場にあたっ
ては、たくさんの方々にお世話になりま
した。本当にありがとうございました。
これからも多くの人との関わりの中で成
長し、放送活動をより充実したものにし
ていけるよう、全力で努力していきます。

　縁があって書かせていただけることになったので
すが、自分の高校生活を振り返ってみると、一番最

初に部活動での日々が思い浮かびます。入部した当初は四日市高校
に来たので、勉学中心にして部活もできたらいいかなと思っていま
したが、入部してから数日経つと気がついたら、部活での高校３年
間の目標ができて、部活のことをメリハリなんて忘れて毎日考える
ようになっていました。２年の時は主将になってさらに部活動に時
間を費やすようになりました。男子バレー部は１年生から３年生ま
で個性の塊みたいな集団なので、その道中で様々な苦労がありまし
たが、同時にそれ以上の嬉しさと楽しさがありました。メンバーと
部活を通して得られたもの、得られなかったもの全てがそれで良か
ったと思える経験です。
　そして、僕の高校生活では多くの上手くいかなかったことを周り
のみんなに助けてもらいました。勉強で悩んでいたとき、修学旅行
を松葉杖で行動することになったとき、大会で負けたとき、その度
に周りのみんなに助けてもらいました。嬉しかったこと、面白かっ
たこと、周りのみんなと腹が痛くなるぐらい笑い合いました。四日
市高校の人はそれぞれに色々な価値観を持っていてその多様性が面
白くて、頑張る姿をみて自分も頑張ろうと思わせられ、自分の「高
校生活」が特別なものになりました。
　これから先、今以上に責任が伴うことになりますし、大変なこと
もきっと増えると思います。ですが、助けて助けられて、それで良
かったと思えるような時間を過ごしていけるように日々を過ごして
いきたいです。

　11月21日に愛知県刈谷球場で開
催された「第１回愛知県・三重県ピ
ックアップチーム交流試合」に三重
県選抜主将として参加しました。練

習会を経て選抜されたことだけでも光栄な上、主将
に任命されて不安な気持ちもありましたが、ベンチ
の一番前で元気を出してチームを盛り上げようと意
気込んでのぞみました。試合は緊迫した接戦になり
ましたが、守備機会ではエラーすることなく、また
１勝１分（４－２、６－６）の結果になったことで、
主将として選手として貢献することができたと思い
ます。また、結果だけではなく県内・外の高いレベ
ルでのプレーに触れることや選手同士でコミュニケ
ーションを図ることができ、大変実りある大会にな
りました。また試合の合間には、幼児・小学生との
キャッチボール企画もあり、これがきっかけで野球
を始めてくれる子どもたちがいると嬉しいなと思い
ました。これらの経験をチームにも還元し、更にレ
ベルアップを図りたいと思います。

全国大会に出場して 高校生活

「愛知県・三重県ピック
アップチーム交流試合」に
参加して

SSH国内研修（東京・つくば）で思った
宇宙のこと

２年　淺　井　　　言 ３年　梅　本　　　陸

２年　白　木　康　靖

２年　清　水　天　斗

学 園 だ よ り

　10月１日～３日につくば・東京への国内研修に参加させていただきました。
　１日目は日本未来科学館、team	labo東京、葛西臨海水族園へお邪魔しました。特にteam	
laboで学んだ他国の人にも想いを伝える手法は国際協調が叫ばれる宇宙分野でも応用が効くよ
うに感じ、とても興味深かったです。２日目は高エネルギー加速機研究所（KEK）・理化学研
究所・NIMSにお邪魔させていただきました。特にKEKでは一般では見ることができないSFも
かくやという超巨大な素粒子観測機をみることができ、説明で聞いていた現代科学の最前線に
いるんだという実感が湧きとても興奮しました。３日目は
JAXA とサイエンススクエアつくばにお邪魔しました。この
研修の目玉でもあるJAXA はやはり展示やツアーが洗練され
ていて、次世代の人材の育成にも力を入れているのではと思
いました。また、ISS管制室では多くの日本の技術者の方の
熱に心を打たれましたが、それ以上にアメリカのNASA とリ
アルタイムにビデオ通話で連携してISS をサポートしていた
のが印象的でした。
　この貴重な３日の体験で自分は、この多様化する
技術社会の中もはや一国で宇宙開発をするのは不可
能に近いことを感じました。だからこそ、規格の統
一や意思疎通の洗練を図ることで、共に憧れに手を
伸ばせるのではないかと感じました。最後になりま
したが、このような貴重な体験をさせてくださった
諸関係者様方に感謝申し上げます。
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四高49年度卒同窓会　2023.10.29 都ホテル四日市

柔友会総会　2023.2.11 プラトンホテル四日市

関東サニー会　2023.10.17 品川プリンスホテル 四高39年度卒同窓会　2023.11.25 都ホテル四日市

四高51年度卒同窓会
2023.8.12 都ホテル四日市

四高36年度卒同窓会　2023.7.9 都ホテル四日市

四高56年度卒同窓会　2023.6.10 プラトンホテル四日市

四高42年度卒同窓会　2023.10.15 プラトンホテル四日市

四高57年度卒同窓会　2023.1.2 プラトンホテル四日市
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